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注記

2. 本防止柵の表面処理は、アルマイト処理とし色調種類は（KSB色 ダークブラウンA2種）とし、

3. 強度区分の表記なきボルト類はA2-50以上とする。ただし、ビス類はA2とする。

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵設計要領」（平成30年6月）、
「アルミニウム合金製橋梁用防護柵製作・施工要領」（平成27年3月）による。

1. 本防止柵の設計・製作仕様は（社）日本アルミニウム協会　土木製品開発委員会作成
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4. アンカーと鉄筋の干渉の有無については現場調査を踏まえて確認する事。
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注記 1. 記入寸法はポストセンター押えとし、実長で示す。
2. （　）内寸法は水平長を示す。
3. 図中〇、●印はポスト取付位置を示し、

〇印はレール材通し部を示し、●印はレール材継手部を示す。
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＜防護柵の仕様について＞

　P種アルミ製転落防止柵は「転落防止柵(TB-7002-11)」(日軽ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社)
と同等品以上とする。
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5. ベースプレート設置位置について再度現場にて確認すること。
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転落防止柵支柱(レベル用)

転落防止柵支柱(レベル用)転落防止柵(レベル用)

転落防止柵(レベル用)
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